
1

くらりか（関西）を始めませんか
子供達の理科離れ

くらりか活動の概要

すぎなみニュースから

くらりか（関西）について

篠田 勝郎 （S38化工）
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理科離れ
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理科離れ -2-
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ドイツでも理科離れ
 

文字サイズ 変更大中小

このサイトの使い 方NH K オ ンラ イン音声読み上げ版ペー ジへ

 
印刷

こだわりライフ ヨーロッパ「理科の楽しさを子どもた

ちへ～ドイツ ミュンヘン ～」 
チャン

ネル  
：B S1 

放送日 ：2010 年  9 月 1 日（水）  

放送時

間  

：午後 11:30～午後 11:50（20

分） 

ジャン

ル  

：ドキュメンタリー/教養>歴史・

紀行 

ドキュメンタ リー/教養>カルチャ

ー・伝統文化  
 

番組 HP ：  http://www.nhk.or.jp/bs /eurkodawari/ 

 

 
ドイツで風船や電球などを 使い 遊び 感覚で科学の楽しさを知ってもらう子ども向け理科教室が注目されてい

る。ミュンヘンに住むお母さんたちが始めた手作りの理科教室を追う。  
 

 
若者の「理科離れ」に直面しているドイツ で、子ども向けの理科教室が注目を集めている。「サイエンス・ラボ

（実験室）」と名付け られたプロジェクトで、風船や電球などを使い、遊びの延長で科学の実験を楽し めてしま

う。ミ ュンヘン に住むお母さん たちが「子どもの質問攻めを解決し ようとして始めた」とい う手作りの理科教室。

ドイツ各地で行われる までになった母親たちの取り組みを 紹介する 。 
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朝日新聞社説(2010年9月7日）から
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くらりか 4つの特徴

簡単
身近な材料で、子供全員が工作・実験を行います

安全・安心
子供が工作した材料を持ち帰り、ご家庭で実験の再演ができます

楽しく・分かり易く
テーマの基礎である科学的な原理や法則を分かり易く説明します

丁寧に
シルバー・シニア世代の元技術者・研究者・教育者がグループを

組んで教室を行います
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教室風景



8

くらりか教室数推移
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くらりか教室数推移・都県別分布
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くらりか教室開催場所・タイプ別分布
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くらりか教室 参加児童・生徒数推移
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くらりか活動の教室テーマ

《浮沈子、回転浮沈子》
ペットボトルの中の
タレビンが浮き沈みしたり、
回転したりする

《電気ペン》
カレー粉などが
染み込んだ紙に、
電気の力で絵を描く

《備長炭電池》

炭とアルミホイルと
食塩水で気を起し、
プロペラを回す

《ポンポン蒸気船》
牛乳パックの船が、

水蒸気の力で水面を
すいすい走る
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「くらりか関西」今までの経過

• ２０１０．３ 埼玉県川口市での教室見学

• ２０１０．４ くらりか代表との意見交換

• ２０１０．５ 鶴田大阪支部長との打ち合わせ

• ２０１０．６ 関西5支部 支部長会議

• ２０１０．７ ｢呼びかけ文」メール発送

• ２０１０．８ 第一回打ち合わせ会

• ２０１０．９ くらりか代表との打ち合わせ

• ２０１０．９ 「関西蔵前懇話会」での発足
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くらりか関西参加予定者、協力者名簿
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参加予定者との勉強会（８．２０，２６）

• 参加者自己紹介

• くらりか活動のDVD（サイエンスチャンネル）紹介

• 大阪商工会議所「理科大好き“なにわっ子”育成事業」紹介

• くらりか関西への期待、理念、活動内容などの自由討論

大学教育現場から見た理科教育の問題点

“夢”を持たせたい

あえて怪我などのリスクをおかすことも必要では？

理科教育の中での実験の重要性

関西における“東工大”の知名度を上げること

くらりか活動のステップ、ゴール提案
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くらりか本部との打ち合わせ

• 「くらりか（関西）」は「くらりか｣本部の組織下で運営

• 関西各支部の支援体制

• 教材、標準手順書、講義用スライドなど共有、移転

• くらりか支援体制の明確化(本部山岸氏、齋藤氏）

• 初期設備(パソコン、プロジェクター）支給

• 活動費用の支援
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今後の活動予定
活動目的

理科好きの子供を育てる

母校の関西における知名度を上げる

同窓会員の経験、人脈を活用する

今年度中に最初の教室を実施するため

くらりかテーマの勉強会、理解、習得

広報資料の作成（くらりか、東工大PR)

教室開拓（営業）活動 教育委員会、公民館、児童館‥
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お願い

• メンバー拡大

支部会員、同窓生、同期生へのPR

• 開催教室の紹介

教育委員会、出身校、地域公民館、児童館

科学館など
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くらりか活動は蔵前工業会の公益事業の

一環として活動範囲を急速に広げています。

元理科大好き少年であった我々が、次代に

我々の精神を引継ぐ貴重な機会です。

幸い関西では年齢、専門、職種など多彩な

人材が集まりスタートが切れそうです。

同窓の皆様のさらなるご協力をお願いします。

有難うございました。


